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社会福祉法人 森の会  

10月号  

２０１9年 9月の回収量 

１日(第 1金曜日) 

８日(第 2金曜日) 

１５日(第 3金曜日) 

2019年 11月の資源回収 

 

https://morinokai.info/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
  

 
 バオバブのメンバーの方々、また職員の方、3週間もの間実習させていただき 

ありがとうございました。皆様が温かく私のことを受け入れて下さり、親切に接し

て下さったおかげで、楽しく中身の濃い実習になりました。職員の方からは福祉の

あり方やメンバーさんとの接し方そして仕事に向かう姿勢など幅広い知識と教養を

惜しみなく伝授してくださいました。メンバーの皆様から話しかけてもらい何人か

のメンバーさんとはすぐに打ち解けることができました。 

 

 バオバブでは沢山の仕事がありますが、メンバーさんの能力や向き不向きなどに

応じて仕事を振り分けていました。メンバーさん達はそれぞれの仕事に思い入れが

あるようでした。とにかくメンバーさん達は、本当に

仕事を愛し、一生懸命にやって、それに生きがいを感

じました。素晴らしいことだと思います。 

私がメンバーの皆さんと共にやらせていただいた仕

事の中で特に資源回収は、バオバブさんが地域との関

係をいかに大切にされているかを実感しました。 

 

私は今回の実習で、メンバーの方と共に仕事をさせていただきながら、障害を持

つ方とコミュニケーションを取っていくな中で、そのような境遇の方を正しく理解

すること、そして最終週には職員の方々の視点からメンバーさんと接し、福祉を知

るということをさせて頂きました。 

メンバーさんそれぞれに合った支援計画をされており、それぞれに違ったアプロ

ーチをしていました。そしてメンバーさんがより良い生活ができるようにするた

め、自立していくための支援をそれぞれの段階に応じて目標設定をし、目標を細分

化して小さなステップをクリアしていけるように支援していました。 

 

今回の実習では、今まで知ることのなかった障害を持つ方の内面にある温かさと

豊かさを知ることができました。メンバーの皆様とお話をしている時は、とても楽

しく幸せでした。もっともっとお話ししたかったです。 

16歳という今、福祉だけではなく、社会経験を積めたということは、私の人生に

プラスの影響を及ぼしてくれることは間違いありません。 

改めて、バオバブの皆様、担当して下さった職員さん私を 3週間受けれて下さ

り、かけがえのない経験をさせて下さりありがとうございました。 

この恩を皆様にお返しできるように、これから努力に挑戦を重ね、夢をつかみ 

取れるよう精進していきたいと思っております。 

 



 
 

りんご（千秋）、梨（豊水）、ブドウ

（ピオーネ）、ネグロスバナナ。 

オカヒジキ、トマト、ミニトマト、キュウリ、インゲン、

長ネギ、ナス、ピーマン、モロヘイヤ、オクラ、レタス、メークイン、 

ゴボウなど

① 「荒挽きえびせん」50ｇ240円 

② 「干し柿寒天」110ｇ290円 

③ 「あずきなクラッカー」130ｇ270円  

「ヤマシチの胡麻油」 
340ｇ 690円  


